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蘆花記念公園の再整備・運営に関するサウンディング型市場調査 

 実施要領 

 

１ 調査の背景と目的 

蘆花記念公園（以下、「本公園」という。）は、逗子市（以下、「本市」という。）を象

徴する風致公園として市民に親しまれてきました。しかし、園内にある 5つの施設（旧

脇村邸、旧郷土資料館、旧野外活動センター、第一休憩所、第二休憩所）の一部は、法

令上の制約や老朽化により、長期間利用できない状況が続いています。 

近年、隣接する長柄桜山古墳群第 1号墳の整備・公開を契機として、本公園の再整備

に対する期待が高まっており、地域住民からは防災機能の強化を求める声も寄せられて

います。こうした状況を踏まえ、本公園を古墳群を含めた一体的なエリアとして位置づ

け、地域住民や利用者との対話を重ねながら、令和 7年 1月に「蘆花記念公園（長柄桜

山古墳群を含む）グランドデザイン」（以下、「グランドデザイン」という。）を策定し

ました。 

グランドデザインの実現に向け、今年度（令和 7年度）は国土交通省の先導的官民連

携支援事業を活用し、「歴史的建造物の再生を軸とした蘆花記念公園の再整備・運営事

業化調査」を実施しています。事業化にあたっては、登録有形文化財である旧脇村邸を

含む 5つの遊休施設の利活用、防災・観光・交流機能を備えた公園への再整備、さらに

持続可能な維持管理・運営体制の構築が課題となっています。 

そこで今般、本公園の再整備・運営事業の検討を一層具体化するため、民間事業者と

の対話（以下、「個別対話」という。）をとおして広く意見・提案を募るサウンディング

型市場調査（以下、「本調査」という。）を実施いたします。 

 

２ 事業概要 

（１） 本公園の立地・アクセス 

⚫ JR 逗子駅より徒歩約 20分 

⚫ 京急逗子・葉山駅より徒歩約 15 分 

⚫ 逗子海岸（年間約 20 万人集客）より徒歩約 5分 
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（２） 事業対象候補エリア 

以下のエリアマップ（グランドデザイン p.14 参照）のうち、「文化・観光ゾー

ン」及び「防災・交流ゾーン」を事業対象エリアとして想定しています。ただ

し、当該エリアのどの範囲を事業対象とするかについては現時点で確定しておら

ず、今後、民間事業者の意見や提案を参考にしながら検討を進め、具体化してま

いります。 

    

 

（３） 事業対象候補施設 

本公園内には下記の 5つの遊休施設があり、いずれも事業対象候補施設となり

ます。ただし、これらすべてを事業対象とするのか、あるいは一部に限定するの

かについては、現時点では確定していません。今後、民間事業者の意見や提案を

参考にしながら、より具体的に検討していく予定です。 

 

① 旧脇村邸 

② 旧郷土資料館 

③ 旧野外活動センター 

④ 第一休憩所 

⑤ 第二休憩所 
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【①旧脇村邸】 【②旧郷土資料館】 

【③旧野外活動センター】 【④第一休憩所】 

【⑤第二休憩所】 （参考）②からの眺望（富士山と江ノ島） 
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（４） 事業手法 

スモールコンセッションや Park-PFI を主軸に検討を進めておりますが、現時点

で確定しているものではなく、また、それらの事業手法に限定するものでもあり

ません。なお、複数の手法を組み合わせた提案についても可能です。 

 

（５） 事業スケジュール 

下記の事業スケジュールを想定しておりますが、現時点で確定しているもので

はありません。防災機能の強化が喫緊の課題となっており、その対応を急ぎたい

事情はあるものの、それ以外については、事業スケジュールを検討するうえで前

提となる条件等は設けておりません。 

 

 

 

 

（６） 資料 

事業概要等の詳細については、下記の資料をご参照ください。 

 

資料 1： 「蘆花記念公園（長柄桜山古墳群を含む）グランドデザイン」 

資料 2： 調査・検討概要（歴史的建造物の再生を軸とした蘆花記念公園の 

再整備・運営事業化調査） 

 

３ 本調査のスケジュール（予定） 

項目 日程 

実施要領の公表 2025 年（令和 7年）9月 5日（金） 

参加申込 2025 年（令和 7年）9月 5日（金）～10月 3日（金） 

質問の受付 2025 年（令和 7年）9月 5日（金）～10月 3日（金） 

現地見学会 2025 年（令和 7年）10月 8 日（水） 

個別対話の実施 2025 年 （令和 7年）10 月 20 日 （月）～10月 31 日 （金） 

調査結果の公表 2025 年（令和 7年）12月 

 

４ 本調査の対象者 

本調査に参加できる者は、法人又は複数の法人で構成するグループ（以下、「参加

者」という。）とします。ただし、参加者またはその役員が次のいずれかに該当する

場合は参加できません。 
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① 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16号）第 167 条の４及び逗子市財務規則

（平成３年逗子市規則第６号）第 122 条の規定により、本市の入札参加制限を受

けている場合 

② 逗子市一般競争入札参加停止及び指名停止等措置基準（平成 18年４月１日施

行）に基づく停止措置を受けている場合 

③ 逗子市暴力団排除条例（平成 23 年６月逗子市条例第 15 号）第２条 に規定す

る暴力団、暴力団員、暴力団員等、暴力団経営支配法人等に該当する場合 

 

５ 本調査の内容 

（１）現地見学会の実施（任意参加） 

実施日時：2025 年（令和 7年）10月 8 日（水）15:00～17:00 

   所要時間：2時間程度を予定 

参加人数：1参加者につき 3名まで 

   会  場：蘆花記念公園 

     集合場所：旧野外活動センター前（開始時間の 5分前までに集合してください） 

そ の 他：   

 駐車場・駐輪場はありませんので、公共交通機関でお越しください。 

 当日は歩きやすい服装でのご参加をお願いします。 

 飲料水等をお持ちいただくなど、熱中症対策をお願いします。 

 現地見学会への参加は、個別対話実施の必須条件ではありません。 

 

（２）個別対話の実施 

実施期間：2025 年（令和 7年）10月 20 日（月）～同 10月 31 日（金） 

   所要時間：1参加者につき 60 分程度を予定 

参加人数：1参加者につき 5名まで 

   会  場：逗子市役所または第一休憩所（蘆花記念公園内）、 

もしくはオンライン形式 

そ の 他： 

 会場については、前日までにご案内いたします。オンライン参加を希望され

る場合は、同じく前日までに Web 会議の接続情報をお送りします。 

 説明資料をご準備いただく場合は、対話実施日の前日までに電子メールでご

提出ください。 

 

（３）調査項目 

次の調査項目について、個別に対話を実施します。 



6 

 

① 本公園の市場性（立地やアクセスの評価、来訪者数の見込み、想定利用者層や

利用ニーズ、観光資源としての魅力・ポテンシャル、収益化の可能性 等） 

② 本公園における事業実施のイメージ（施設や機能のアイデア、提供したいサー

ビス内容、対象とする利用者層、想定規模、防災機能に関する提案 等） 

③ 事業対象エリア・施設に関する考え（活用を希望するエリアや施設、既存施設

の改修か新規整備か 等） 

④ 事業手法・事業期間に関する考え（スモールコンセッション・Park-PFI 等の

活用可能性、その他事業手法の提案、投資回収を見据えた事業期間の考え方 

等） 

⑤ 事業参画にあたっての課題や条件（採算性、法令上の制約、リスク分担、本市

に期待する支援内容 等） 

⑥ その他（上記以外に意見・提案したい事項 等） 

 

６ 本調査の手続き 

（１）現地見学会及び個別対話への参加申込 

現地見学会及び個別対話への参加を希望する場合は、様式 1に必要事項を記入し、

電子メールに記入済みの同様式のファイルを添付して提出してください。 

受付期間  2025 年（令和 7年）9月 5日（金）～同 10 月 3 日（金）17時 

提 出 先  後記 8参照 

 

（２）質問の受付 

本調査または本調査の対象事業について、事前に質問したい内容がある場合は、様

式 2に質問内容を記入し、電子メールに記入済みの同様式のファイルを添付して提出

してください。必要に応じて説明資料を電子メールに追加で添付していただくことも

可能です。なお、質問内容に対しては、個別対話の際に回答します。 

受付期間  2025 年（令和 7年）9月 5日（金）～同 10 月 3 日（金）17時 

提 出 先  後記 8参照 

 

（３）個別対話の日時及び場所の連絡  

個別対話の日時及び場所については、参加申込のあった者へ電子メールにて連絡し

ます。希望に沿えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

 

（４）調査結果の公表 

調査結果については、参加者の名称を非公表とし、2025 年（令和 7年）12月に本

市のホームページで公表する予定です。 
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なお、参加者のアイデアやノウハウ等に配慮し、公表に当たっては、事前に参加者

へ内容の確認を行います。 

 

７ その他留意事項 

① 本調査への参加に要する費用は、参加者の負担とします。 

② 提出書類の著作権は提出者に帰属しますが、提出書類は返却しません。提出資料

は事業の検討以外の目的で使用しませんが、情報公開請求があった場合は「逗子

市情報公開条例」関連規定に基づき、公開の対象となる場合があります。 

③ 本実施要領に関係のない提案など、明らかに本調査の趣旨から外れた提案があっ

た場合には、当該参加者との対話を実施しない場合があります。 

④ 本調査への参加実績は、事業者を公募する際の応募条件や評価対象になるもので

はありません。 

⑤ 提案のあった事業を実施する場合においても、改めて事業者を公募します。本調

査の参加者による事業実施を約束するものではありません。 

⑥ 本市及び参加者ともに、本調査の回答内容（対話時の発言も含む）は、その時点

での想定によるものとし、今後の事業実施等について、何ら約束するものではあ

りません。 

⑦ 必要に応じて追加対話（書面による照会も含む）を行うことがありますので、ご

協力をお願いします。 

 

８ 問合せ先 

逗子市 環境都市部緑政課 

住 所  〒249-8686 神奈川県逗子市逗子 5丁目 2番 16 号 

電 話  046-873-1111（代表） 

F A X   046-873-4520 

E-mail  ryokusei@city.zushi.lg.jp 

 

以上 


